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京都府南部における素材流通構造

一原木市売市場の分析を中心に-

岡野竜馬・赤尾健一・藤原三夫・坂野上なお
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要 官

本研究では，紫材供給者および素材諮嬰者両方の経営行動の分析を;通じて，京都の紫材市j易機

j去を明らかにした。分析結よ廷は，第…に，素材生産業者数の減少とその泌朋労働者・の高齢化が進

行しているが，まだ彼らは地域内の紫材・~E践をff!うだけの経営能力を;釘しており，そのや心的位

をおめること。第二に，原水T!r光市場は接出荷能力を増大させており，素材流通過程において
議材t:E.ilII業者・との分業体制を確窓していること O そして第三に，素材需要者としては，①貿方数

は多いものの多様な樹材離の素材を小最づっ需要する地元京都府の製材業者と， @f安方数は少な

く仕入れ樹材種も限定されているものの，議材を安定的にしかも大f引こ仕入れる奈良県桜井市を

はじめとする府外の製材梁者(および転売業者)がみられるo そして，地域政材の流通のために

は後者の存在が不可欠となっている。全国的傾向とは異なり，先進林業:ttl!.である北桑問~ìII周辺で

近年，素材生践謙治f*!k持されてきたのは，このような流通体制が維持されているからであるo と

はいえ，経済的に合理的で効率のよい木材生政・流通・加工体ililJを強制甘い邸内の森林資搬の活

用をi諮るという諜閣は，依然銭されている。

1 j¥設課題と方法

現在，世界的な規模で、自然環境の感化がIUj.ばれているが，森林資源開発は間違いなく態化要閣

の…つを構成している。日本はこれまで，東南アジア，北米などから大経の丸太を輸入しており，

世界の森林資搬の消費によって大きな手Ij訴を卒受してきた。…方，日本の森林をみると，数字の

上では悶内の木材消費最創出えるほどまでに成熟している。今後，日本の森林資源の活用を閲り，

i校界の森林資源問題に対処することは非常に震設:な謀総である。
これまで，外材支配体制下での日本林業符構築の視点から，国産材f共給システムの構築1) 銘

柄材産地化2¥ 地域林業形成'1 粗放林業化41などの様々な主張がなされている。これらの主張の

目指すところは個別経営の安定化であり，そのためには国政材供給と需要の拡大とその安定化の

棋拠が， 7Æ1~'1M合・需嬰双方にかかわる続済主体の経済的動機と経済基盤の分析を過して検~il: さ

れなくてはならない。
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以上のようなnJJl随意識のもと，今回分析の対象とし，明らかにしようとするのは，京都市を中
心とする京都府南部(以下，京都と 111各述)の素材市場構造である。つまり，京都府~ml\の 4 原水

市う宮市場を~"þ心に，ず己り手と買い手の経営行動の分析から，いかなる市場構造がなぜ成立してい

るかをみたい。 具体的には，京都府北桑日31mおよびその!河辺に所在する議材~:践;数字?と京都府内

原木市売市場の貸方を対象とし，北桑JB郡miJ辺で生産されたスギ・ヒノキ材(以下素材と略述)
の流通と加工について分析する O なお，北桑田郡は古くから UJ閲林業と称された)}~民的集約林業

地帯として長い脊林生践の綬史を持つ地域でありへまた京都の原水'm'''.Jf:..市場の民方には，わが
問符数の製材産地である桜井地域の製材業者が合まれている。

以下鍛2躍では京都府南部における素材流通の概袈，第31立では府内j京木市光市場の貿方分析，

第41詳では京都府。及び奈良県の製材染者の経営行動の分析，第5宣告では北桑i務部およびそのJl!iJ辺

の紫材生産業者の経常行動について分析し，最後に第 6殺でそのまとめを行う O

2:il詮 京都府南部における素材流通の概要

( 1 )北桑1:1:1111¥における素材生産の現況

北桑!万1mの諜材生続水準をみるために，全国の素材生政i誌にI21める北桑田郡のシょにアと京都府
会体の議材ー生j盗殺に占める北桑狂!郡のシェアの推移をみたのが凶 1である。北主主服部の対会開
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関1 ~ヒ桑部 1!1i潔材生絞殺の会悶および者11府に J!îめるシ L ア

資料:I災林水波4ff統計'ii!N長詰11I水~~協栄:報告議:Jおよぴ京都府}制ヒ振興!訪日ヒ
桑の林業jより作成。

が:1 令部，京都府の議材~i仮設は ， Ti.;釘f.j;・公平I林のものである。
?主2 :&1丸京都府の1980年の数似のみ資料がi!~iいため欠終している。
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シェアは，スギではほぼ0.4%強，ヒノキも1970{1::代前半は落ち込むもののその後間後し， 0.4% 

弱の水準安保っている。近年民有林においては， 11:1凶悶・九州の新興産地が素材生産f設を急速に

椴大させ，シェアを伸ばしているため，先進林業地のシェアは相対的に低下{倒的にある。こうし

た 1:1コにあって北桑凶郡がシェアを維持していることは，北桑El3~iIIの議材生jlìf.水準が相対的に維持

されていることの現れであり，枝問に植しよう o -j'i， 北議問郡の京都府生産殺におめるシェア

は上昇館向にあり，最近はスギで50%台，ヒノキで20%前後である。北桑閲郡の森林而積は京都

府の15%を占めるに過ぎないことを考識すると，このシェアは非常に潟い。したがって，北桑悶

lJIIはスギを中心に府内で、段も活発な素材生産活動が行われている;地域といえる。

i頚2，ま，全閣の民有林および丹中{亀岡市・船チI:f，l¥) ・:Hlお森林計酬は(北桑田郡)のスギt

ヒノキの人工林齢級別Tílïf1~構成を示している。スギ人工林の場合，会閥的傾向と IHj じく lV-VIII紛

級のi珂伐JUJ面積が64%もあり(このゆに熔丸太林分は合まれていない)，ヒノキの場合には初期

保育が必袈な]-盟lji令級の部識が4割弱を占める。その一方で，憐行的な伐j切に入る XI齢級以

上の1m秘比!fさもスギ10% ，ピノキ18%であり，スギとヒノやとも素材佐藤可能な資iJJJt、の llli~存最も

相対的に多い。
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l滋2 J込ギf林スギ・ヒノキ人工林の齢級別lIlI;f1i構成
資料:会開{阪は林野11'r森林資j脱税況19861ドJ，京都の他は，京都

府「地域森林誇j 限íj~当=J (丹波陶器111988 1j~. J3h皮下ド苦[11989~)

による。
1主l 京都とはここでは北桑附llil.船持者1¥および危j潟r!I'S:合わせた
池J或を指す。

(紛級)
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( 2 )京都の版木市売市場の素材集荷状況

京都府で、~j京された潔材を集荷・分配する jl;{水7\î完了\î場として，京都府下に 5 市場がある O そ

のうち 1r¥i場は補完nLLlT¥iに所夜するが，そこには稲長IIllJ市開辺およびn後，兵隊訴し北部地方の民
方(製材梁者と素材転光染者)が多く集まり，悔の4市場とは流通状況を異にする。そこで以下

の分析では，この市場をi徐き 4r打売市場(北桑水材・センター，八木水材センター， ~WO忠商j此辻

井水材i!i売)のみを対象にする。

4市場の年11号議材販売量は， 1989年度で'J:.記の}II民に45，000m" 19，800ば， 14， OOOm" 29，350ば

である。京都府の1989年の針葉樹生産没は16万1000m"であり，単純に計約:するとこれら 4市場で

それの49%の取扱シェアを持つことになる O 次にこれら市場の取扱殺のうち，京都府下の紫材生

産業者から出荷される素材の材・:fll(比療は， :1じ桑木材センターで95%，八木木材ーセンタ -60%，端

忠商Jd35%，辻井木材市売では64%となる。 4Tli場の中では北桑木材センターの京都府内からの

集締本が際だって向く，さらに北桑 III 郡からの~1\Ifホに限ってみても 71% になる O 他の 3ïlî場が

やや規模が小さく i芸j商知L沼産材の集散市場の'1~1:絡を持つのに対して， :1ヒ桑水材センターはほとん

ど北桑材・のみを集荷するilJ元iW場として存住している。なお，北桑木材センターの議材・販売散は，
1979王手の37，657m3から1984年の41，983m"，さらに1989年には45，299m"へと増加を訴しており，北

桑1II1<<1閥辺地域の活発な紫材生践を支えているといえよう。

3]訟 原木市売市場の寅方構成とイ=1:入素材の特徴

( 1 )使用データの内幸子と性総

水彩では，上記4民{木市売市i品の売上げ伝諜をmい，そのw方をj還して市場構造の分析を行う。
つまり，京都の1Jj(木市光市場で，①どの地域の民fJが，①どのような形授の素材を，@いかなる

制li格水準で!!jIi入し，@どの税j支のシぶアをT1'{!l保しているかを?分析することになる。なお，ここで

は純京都府政材・と少殻存在する他府県政材とはq~，にほ~Ijせず分析を行っている。 r!î場構造の分析

を行う前に，ここで使用する原水市光市場のデータの内容と性格を検討し吟味しておく。

使用するデータは 4Tli売の売上げ伝芸ぎを単純集計したものである O 対象にした伝説の市13(ま，

北桑オサオセンターが1989，10. 26市および1989. 9. 26"f¥1，八木木材センターが1989.10. 20i11， 

埴忠締結1989. 8. 4 iU，そして辻井木材市売が1989. 10. lliおおよび1989. 10. 18市である。

本来ならば分析には…年分のデータを集計して用いるべきだが，それには膨大なデータ入力およ

び処理作業を要する。したがって，本論文では…年を通じてi訟も出材担:の多い 8-10月のー1m市

ないし 2間rli分のデータを用いた。この方法を用いた場合，使用するデータが当該市場の平均的

な姿を表しているか溶かが持組となる O そこで，各市場の年王子よ令官Ili格に対するさ当該市の平J令官lIi絡

の比を見ると，辻井水材rIi売O.7， ~日i恵子fç;!オセンター1. 2，八木木材センター1. 3，北桑木材センタ-

2.2である。また，ス平・ヒノキに|決ると北桑木材センターll~扱分が材結の 6 舗前後を I!i めている。

つまりこのデータでは 4 市場のうちII~1泣い赴のもっとも多い北桑木材センターの，相対的にi均

価絡1>1カf多く集荷された市の影響を強く受けることになる。したがってこのデータを使用すれば，

高価格材の分析に偏る恐れがあることに配臨しなければならない。ただ，潔材"{:J:入れにおける貿

方1渇の競争関係を知る上では，有効ではあると考える。このデータでは京都4)jj(木市光市場の取

扱樹棋はスギが5制，ヒノキ 3制，マツ 2割弱といった構成になる。なお，このデータに登場す

る貸方数は，スギ;1>1"~:.:関しては京都府の製材染者73，奈良県の製材業者10，奈良県以外のJ{手広しの

製材染者26(以後他府県という場合，京都府と奈良県を除く府県を指す)，転売業者10，ヒノキ
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材にi却しては同じく86，17， 30， 12で、ある O そして設複する良方を除くと，路方数はスギ・ヒノ

キ材全体で京都府111，奈良県20，他府県38，!I訟売業者13となる。

( 2 )寂方地域からみた仕入素材の特椴とシェア

践い手が潔材衡をイ]:入れる際の*リ断基準は第…に規格，第二に品質で、ある。まず各地域の民方が

仕入れた紫材を，長さと米日夜筏のj5i:から区別してみる。その結染は畿1に示してある。おおま

表l 樹材線別の珂ブi地域別行:入構成 (i判決比)
( %) 

拶j材機 長級京都府 R~f外計 j荷外の内訳 合計ー 材f~t (m") 

奈良県他府県r 転先

スギ

9 cm下材 3m 17 84 66 18 100 15 

4m 17 84 65 18 100 64 

ノトf到オ 3m 77 23 21 2 100 53 

4m 54 46 37 8 100 129 

ねi材 3m 62 38 20 4 15 100 169 

401 72 28 8 15 5 100 190 

1やお材 3m 44 56 36 4 16 100 62 

4 m 47 53 18 12 22 100 999 

尺上材 4m 36 64 8 23 34 100 711 
...陶句........ 開幽...岨幽M・・怯冒幽ーーーー司闘争毒吋蜘柑噂駒市..・・・ 4・・・・...幅値圃色喝..・・司同骨骨酬，....・・・・・・・・・・ a・・・・・・F・・・・偶...句骨骨骨・酬...・....・・・酔..悼 a・b骨圃b事酬ト骨暢魯

百十 ( 01') 2392 

ヒノキ

9ωl下;j<;j' 3m 38 62 62 100 12 

4m 17 83 70 12 100 49 

小径材 3m 57 43 27 16 100 94 

401 41 59 52 7 100 74 

t主材 3m 57 43 13 21 9 100 270 

4 m 63 38 9 8 21 100 70 

ドl'1=11オ 3m 45 55 28 12 15 100 197 

1m 37 63 27 7 30 100 353 

尺上;j~・ 401 38 62 38 4 20 100 58 
..色崎噌噂帥..幅.....‘・ー.....・.....ー._--...-鴫鴨明骨骨宥骨骨骨...・b・・・b・._-.--....駒場骨骨牛酔嗣...明喝炉骨骨骨咽_._.・静岡----・酔------副降幽..抽圃b 恥 4両事前酔が嗣，....

首，.(01') 1177 

資料:府内4脱水市光子li坊の光よ:伝漆より作成。
泌1) 1)、筏1~ とは米 IJ後級10-13cmのお材のこと。以下位;j~は 14-18cm， 11'お

1=11オの3mは20cm以上 401は20-28cm，)ミ上材は30cmJ二の争終材白のこと。

2) J也成不明の買力がわずかに冶:祢:するが，京都府のシェアのr:l"にf誉めた。
3 )オえず己ねt長級jるみ彬:はi除外した。
t¥ )他の長級筏級の材も含めた去を{本の;j<;j絞l丸スギ2875m'ヒノキ1659ばである。
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かにみて京都府の製材染者のシ .:LプがiiiJjいのは，スギ・ヒノキ材ともに小技材， :fJ:材の部分に限

られ，その他の径級の材は府外の製材染者の仕入れる遊が多くなっている。特に14"EI以上の材で

は径級が大きくなるほどl待外製材染者の仕入れが地大し，スギの場合は転売染者と他府県製材・染

者，ヒノキの場合は奈良県および他府県製材染者のシェアが高い。また 9cmド材にlli{ってみると，

奈良県製1~ 染者が大きななシェア念持っている。このことをもう少し詳しくみるために，表 2 か

ら，rIT売市場では本売りされている材も合めた小経木合体の流通をみると，奈良県製材染者は小

筏水での仕入シェアがifijいが，なかでも特に徒級が小さくなるほど圧倒的なシェアを持つことが

分かる O なお，表1には記していないが，スギ6m以上の長jミ材はほとんどが府外製林業者およ

び転売業者によって仕入れられている。

淡2 小結*の武力の所松地域別購入綴

(1M立本)

本光分 9 cmT 10-13cm li十

合計 4，718 3，788 7，389 15，895 

五〈者IIJvf 950 (9) 734 (16) 3，905 (52) 5，589 
奈良県 2，838 (2) 2，506 (2) 2，722 ( 6) 5，589 
他府県 391 (7) 548 ( 5) 670 (]::l) 1，609 

i伝子[;~走者 28 ( 3) 28 
不明分 539 (2) 64 603 

資料:府内 4 1J;(水f1j'郁子山îïJあ白の光jニげl~SJïから作成。

注1) ( ) Iλlの数iu的土谷地域の双方数。

次に素材-の品質を単価liが表現していると考え，地域別の1.¥;:方のrmで仕入れに特般がみられる樹
材磁について各地域の践ブJの仕入れ材をJ撤単価Iiのil!lJifliから分析する。まずスギ材-についてで、ある。

凶3で府外の貿方のイ:1:入比ネが高いスギ4m尺上林で、資方地域別の機準備li分布をみてみよう。特

に南側i格帯でI{if外の 1\1 7îのシ.:r.アが潟くなっている O これは転売業者，北|波の刻角製1~染者など

の競争‘力の強い貿方が市場に参入しているためである o m3~ り 9 万円以上の w-制iの搬になると，

大部分が転先染者によって仕入れられ，奈良県rの原水計752市場へ再出荷されている。，ノj、控

材・柱材では，京都府製材業者が…般材を中心に仕入れており，治iい仕入シェアを持っている。

ただし， I羽4でスギ3mの柱材におけるよ怯民方5社の仕入れた搬の，Eji.剣li分布をみると，京都府

製材染者A・BI立単価 1-27J円の倣を集中的に仕入れているのに対し，奈良県製材染者8と転

売業者八の染者はば当り 3万円以上の持制格帝の撒を独占する…方で，奈良県製材染者A ・8の

染者は{低価格棺でも多くの織を仕入れている。

次にヒノキ材についてみていこう。関 5 から，府外の~方の仕入比率が向いヒノキ 4 m rlJ日材

についてみると， l!i税lii巻市で転売業者の仕入搬数が特に多くなっているO また高価格'Hrで、は奈良

県製材染者の購入シェアがおくなっている。京都府製材業者の仕入単備分布曲線は低古lIi格帯で

ピークを持つとともに，高官Ifi格帯でもかなりの械が仕入れられていることを示している O ただし，

京都府製材業者の場合…社当りの荷主iifllliの仕入極数は少なく，奈良県製材業者のそれははるかに

多い。また闘は掲げていないが，ヒノキ 1mrTI3材における上位認ブ15社の仕入機をみると，奈

良県製材染者 2 全1:がij，~ljfilfi絡i;苦の慌を独占している。なお，表 1 で京都府製材染者のシェアが向かっ
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(縦数)
160 

(機数) 25 

20 

15 

5 

O 

同 22四 33-4 4-5 5-6 6目77-8 8-9 9田1111目 1313-1515-

ffi 単価〈万円 1m')

問京都府~策決線図他府娘協転売

l文J3 'J.VJのJ!1i'住地域別のI枠制別仕入れ級数の分布:スギ4mJミ上材 (30cmJ二)
資料:前総決 lにJi司じ。以下のi主iも問機。

1-2 3-4 4目 5 5一
般紙俗j(万円/ド)

問ぷ者JIA 図波書[iB ~祭災 A 奈良 B 麟転売A

間4 上{立災ji別の1ji制fi別仕入れ機数の分布:スニド3m校材(l4-18cm)
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窃京都府図奈良係閣他府係閣転売

iま15 'tei.1iの所街地域別のlii和Ii別仕入れ織数の分布:tこノキ 4mtJl筏材 (20-28cm)

たとノキ 3m柱材でも， 1記録Ii裕市では!lii究染者と京都府製材業者の仕入齢数が，高知Ji格ti?では京
都府製材業者の仕入機数が多い。

以上でみたように，スギ・ヒノキの高官総務材では転先染者や京都の原水市場へ参入した府外製

材業者のシふアカち向く，多くがi紅接・間接に奈良県製材-業へ供給されている。特にスキ、高価格材

での京都j有f製材染者の競争力は非常に弱いとみることができょう。…方，ヒノキ潟{ilIif各材につい
ては，京都府製材染者の仕入機数の多さが読み取れた。しかし，この事実はただちに京都府製材

業者側々の購技力の商さを証明するものではない。むしろ，小売製材の性格をもっ業者の，少法

行:入れの集積によってもたらされた給処で、ある O ところで奈良県および、他府県の製材業者が仕入

れる議材は何も I均価格材だけではない。表2では小筏水に対して奈良県製材業者 2社が，関 4で

はスギ一般材に対して奈良路製材業者2村:が，そして国5ではとノキの悦制li格般の機で京都府以

外の民方(特に，松阪地方に拠点を持つ転売業者2社と松阪の製材染者 11':1:)が，大きな11.存資力

を発担!iしている。 tUこをまとめると，スギの6j!W，ヒノキの 5割もの紫材が府外へ流通している。
ところで転業者にとっては，市場liJlの官Ili格最による手lJilMj獲得が経営の法礎なのだから，京都

の議材什T売市場での仕入制絡が出荷先での販売制格より十分安ければいい。このことが顕著に現

れているのがスギ尺上高価格材(良質大控材)で，転売業者の活動がi設も活発である。京都市場

ではスギ良質大径材を仕入れる製材業者は府内製材・!荷外製材ともに少ないが，…方の桜井・吉

野の製材・産地にはスギ、の役物稲嬰が存殺する。そのため桜井・ 3吉野の涼木市光市場に比べ京都の

原水市光市場のセリ他は光分低いと考えられる。また，転売業者が取り扱うのは併も高価格材に

!浪らない。例えば三重県松阪市はf1J支持…等製材の陵地として知lられ，当地域の製材業者は…般材

を仕入れ，製品を市売市iJ如何けに量産出術している九このため生産コストは，後にみるように

地場小光向けの経常である京都府の製材業者より低い水準にあると考えられる。そしてこのこと
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がこのjilij地域の11別総競争力に設を(J'.み， ヒノキ戸 A骨文材でìfii光:染者に参入機会を与えていると:ji~ì)!IJ

できる O しかし，ヒノキの良資材では転売染者の活動は余り兄られない。ヒノキ良質材は…般;j~

ほとづiHl'~に (Jj;j~されないことに加え，奈良県や一斉15の京都府製材業者が有力なl\~方として設場す

るため，的地域の市光市場と比!I淡して転う者にとっては魅力的(光分安い)な側格が形成され

ないことによる。…方，奈良県に代表谷れる府外の製材業者は，ヒノキ高価格材のみならず，ス

ギ一般材やノj、経水仕入れにおいても向いシェアを持っている O 奈良県製材染者がなぜ高価格材で

強い価格競争力を持つかはもとより，なぜ一般材についても京都の原水市場で大手の目方たりう

るのか，非常に興味のもたれるところである。…般材については，全閥的に市場開の側絡設が縮

小する傾向にあるよに，一般材の輸送コスト負担能力は抵いと考られるため，彼らの購武力はI1伝

子t染者のように流通過積で~J:じているのではなく，製材加工過程の中で&みだされていると思わ

れる。}:J、下，京都府製材業者と京都民1木市場に参入する府外製材業者の経営内容に分析を加え，

附者の経営'行動の迷いを通じて，京都の胤木市ラtTI1場での価格競争の構造を考祭するo

4液製材業者の経営行動

( 1 )京都府製材梁の特徴

これまでみてきたように，京都の!5j、木市光市場には府外の製材染者が多数参入し， ιtでも奈良

県の製材染者のイ':1:入シェアは高かった。本節では，京都府製材業の特搬を，統計資本1.を通じ全開

およぴ奈良県と比較することで明らかにする。まず京都府の製材照素材入荷盤に占める閉経材の

よヒ??，1は大きく減少しており， I木材需給報告によれば1989年の箆IÞF.;j~・事はわずか11% に過ぎ

ない。この比率は奈良県や全閣の国政材務に比べると大変低く，外材iや心の素材常設:という京都

府製材業の特徴の…つを示している。また，京都府では1989i:j:oのi羽織材主体の製材工場(仕入れ

索材 iこ J~î める i議長F.~オの割合が 5l~U以上の製材工場)の数は71にとどまり，奈良県の356]:tJ)jの 2

割弱と非常に少ない。しかもここ10年間での減少機は公開・奈良県のいずれと比べても大きい。

さらに…工場当り製材JfJ素材入荷j誌を比較しでも京都府の製材工場の植は小さく，特に倒産材専

門工場-で釘立っている。 1989年の京都府の出産材専門工場一つ:場当りの議材入手jf盆889m3にたjし

て，全国は1783m'. 奈良県は1322m3で、ある。

では，京都府製材業は地元京都府産素材を素材消費削でどのように位置づけているのか。表3

に府政素材の消費状況を訴している。この去から，①間藤材裂は府政素材でほぼ則Jわれている

こと。しかし，@京都府における製材用索材生産殺に大きな減少がみられるにも関わらず，府政

炎3 京都府政製材Hl議i~・の I{J内 H~j 'li(状況の変化

(lj1 Iii: :二hn3，%) 

1970 1975 1980 1985 1986 1987 1988 1989 

出〔政材生])II銃 (a) 309 228 211 149 135 136 126 110 

図版材入荷;ほ (b) 293 199 143 103 94 100 104 80 

ウチ){fr'、~11::: 1)ÍÍt~ (c) 271 185 135 100 89 93 95 72 

I~I 然科消1若狭 (C/a * 100) 87.7 81.1 64.0 67.1 65.9 68.4 75.1 65.5 
自給ヰt (c/bホ100) 92.5 93.0 94.1 97.1 94.7 93.0 91.3 90.0 

資料:股林水政行統計十'i'i報告1¥r木材i:I，¥'給総合{Il:Jより作成。
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素材の自県内消費率は低1ごし，j設近では 6- 7j!iU しか計4~ ð-れていないこと，が読み取れる O つ

まり，京都府製材業にとって京都府政議材は切らかに供給過剰となっているのである O そしてこ

のことが，京都の泌木市光市場に他府県製材業者などの参入が必裂になる要閣である。

i校f去に，府内製材工場の出産材紫材の仕入れ先，および製材ifhの販売先について検討する。段

林氏産省統計指報部「木材流通構造報告議:S59Jによると，京都府製材業のi仙沼材素材の仕入れ

先は水材()京*)TIi売市場が82.3%と大半を占めており，全悶平均の34.2%を大きく上閥る O こ

れは会|謡4t立の数値であり，京都府製材業は悶/!!I材素材仕入において全国でも以木市う宮市場に依

存する度合の高い地域であることがわかる。こうした素材仕入れ構造は奈良県 (92.8%で第 1位)

でも同級である。…方，関商材製品の販売先については，京都府製材業の場合， i貰接需要者つま

り大工・ T務jおへの/J、売りがi肢も多く，これだけで44%を占める。そして部光業者と小売業者へ
の卸売りがこれに次ぎ，この3者を合わせると約80%というi向い比率になっている。これに対し

奈良県では， *~ï1崎市売市場(製品市光市場)と木材センターへの販光が丘i土分îî~J に迷し，製材品の

販売構造が大きく黙っている。ただし， 1lI:I;f055年の報告番と比較して，京都府でも斑線譜製者へ

の販売比率が低下し，製品rn7e市場や木材センターへの販光比ネの上昇する傾向がみられる。
以上のことから，京都府製材・梁の特搬をまとめると次のようになる。

① 製材用潔材の擬援は外科ーが中心で，溜政材要は/J、さい。
@ 国i安材製ii1・工場数が少ない上に製材規模も小さく，…工場建iりの年間材入荷哉は900m3

弱に過ぎない。

@ 国産1ï1・製材工場は素材'11ï'光市場で索材・~仕入れ，製材品の多くを大工・工務自にj坂光し，

rgil強・小売業者への販売がこれに次いで多い。

つまり，京都府での国j痕材製材の地位は低く， しかもその多くが小規模小光製材の性格を強く

持つのである。

( 2 )京都府関滋材製材業の諸額引と器材1:1:入行動

京都府の製材染者は，大工・工務Ji5や小売J;fiを主な製品販売先で、あることを指摘した。しかし，

中には製材品のほとんど，またはその…者I\~製品市光市場へ出持する製材業者もみられる。製材・

121の販，光先・販売方法は製材絞In}.の生産体1I1IJに大きな影響を与え，さらに，議材仕入れをも強く

規定するであろう O そこで本節では， 1mき取り部l査を行った製材業者を主な対象に， 1坂光ヅ1訟の
迷いに滞日して，(D製品市光rlTJt)jへの(1:'，i'iliに主体をおく業者(以下， -ni'売摺)， @1~rH議，小光市

への卸売主体の業者(卸売怒り，@大工・工務JiSへの小売主体の染者(小売地)に類別し，素材

仕入を中心に製材染者の経営行動を分析しよう。なお，①と@の販売方法を併用する経営につい

ては市売市場へのI:Hi'rlfを泣悦し， Hîう~lli!に類別した。

今般i開き取り前査を行った23社を分類すると， (D8U@3社告)121'上となる。表4に，このうち

市光現と卸売型の典型事例の経営内容を，各々 7社 2社について示している。これら 9社の製

材規模は700m3-3000rri'で、あり，先述の京都府関藤紘主力工場の平均;腕模をよ剖っている。製材

樹穂をみると， しい苫吋すずずよS、れも4特寺定の制

1角有凡，あるいは板， /J、舗のいずれかのウェイトが潟く，卸売却製材に比べ加工隔でも専門化が進ん

でいるo

まず， 'f!1'うilG~M!製材についてみていこう。市売担はスギ、専門製材 3 社，ヒノキ専門製H3 社，ス

ギ・ヒノキ兼用製材l社である O しかし，市場出荷に特化しているのはpとEのわずか2社だけ

である O 他の 5社はいずれも地元大工・工務応や11)]牒向けが販売金額の 3-6舗に述している。
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知迎7)U京都府製材染者の絞件内千千君主4

R説先方法ヨ，p景品目
(多いJijri)

平均1M前i
{千悶!rrf)

]説J泣樹1"Tl高{水fl:入j設
(m'liJ') 

i9iおJ塩!lí'H\~ 

説トサ

2住者
自己1}・

市場制的50 íF甘う~50

ltiJJhlll手~70 IJ、光30
ifi場IIIイな40小ヲcuO
lti場1l.¥;p1i100

司1場/il1'JilOO
市場/IHJj40 創党50
市場/1I1¥Ii50 小党50

鍛J?~100

錦l光80 小手.~20

板100

IJ、ねU90
IIIJね t主桜
続50 小都2む桜15

ね60 7口}リング フリッチ

4主60 t.反30 71) ッチ11!!10
校60 *証18 7リァチ12

ili30 小刻30 H，30 
絞40 ;t主30 tl、¥lm30

68 

25 

20 

1ギ23 巴ノキ55

160 

3 m55 6 m195 

272 

21 

24 

スギlザドサ

スギi年I"J
1ギ場I"J
スζド40 ピノキ60

ヒノキ"J.I"J
とノキ専門

ヒノキJ}f.I"j

スギ専門

A4"WI"J 

1，400 
1，000 

700 

1，800 

2，100 

2，000 
600 

3，000 

2，400 

iじ喜車問1部
~~~品目1郷

jヒ桑Hll路
北桑l11ill¥
10.1潟l1i
〕江省討iIi

1江朝日ili
}j(4tIIlti 
京都市

ωωω
①
①
①
①
胤
w
m
w

A

日

C

D

E

F

G

H

I

今1mの前売の範閉で得た情報では，このスギ専門3社と綾部 1社以外には市究型でスギを挽く製

材は見あたらない。しかもそのうちの2社までが，製材・規模1000m'以下と小さく，さらに

からの受注生j疫の掛合がi向いという特徴を持っているo さらに補足すると，ス卒、球[1lj市光現製材

H:l:はともに京都ではスギ製品を売りにくいとしており，今後ヒノキ製材・への転換や大工・工務
j吉相手の小売りへの販路の転換を計削し，…者11は実行に移している。このように，京都府ではス

ギ製材染者と製品市光市場との結び付-きは弱い。なおA社は，京都府ー製材業者のt:いではスギ、良質

大様材を挽く数少ない経営の…つである。

一方，ヒノ牛材については，位向製品を中心に府内外の製品市光市場へ出荷する染者が存住し，

製材規模も比較的大きい。そしてE・ド行:に代表されるように，高島1側iの素材を手当てする業者

もみられる。このようにヒノキ市売却製材は，京都政ヒノキの良質材部分の消!{J(についてある桂

成のシェアを111めている。しかし市究型製材とはいっても，例えば立社は地元での仲間売りの比

く，そのためヒノキ一般材の仕入れが多いo F tJ:も工務簡などからの住文に応じており受

出生産の割合が高くなっている。すなわち，市究~G!へと純化する傾向はヒノキ製材においてもな

お， Ij~いものがある O 京都府では，市究活1製材とはいっても地場への小売や{IjI n~j究り(卸売)に

依存する性格を持つ。したがって，製材・加工の専門化の進展はみられるものの，規織の拡大をな

おI]!SIれずにいるのが現実である。

次に卸売却製材について検討する。表 4 に示した製t~・染者の中では，京都市に立泌する H ・ I

の2社が卸う官製製材で，いずれもスギ製材に専門fとしており，…崎支材主体の仕入れを行っている。

しかし，このタイプの製材の仕入素材は小控材から柱材， Jミ上材にヨミるまで実に多様で，ま

産品自も柱，板，小割鍛と多品自を生産している O 京都市にはこの他にも特注に応じるスギ…紋

材の専門製材 1社が存在し，これら部光現製材3担:のスギ材，それも一般材の仕入殻は，京都府

の中ではトップクラスである。ところで，肉じく京都市内に立泌する前述のとノキ市売却2tf:も，

一般材を仕入れ地場向けの受能生産を行っていた。これらの製材は主に京都市内に立地し，多規

格製品の投文に応じる生産体ililJを持っている。そして，こうした受注生践の中で京都政…般材の

加工消費を拙っているのである O

さて 3番目の類取である小売型製材は，数の上では京都府の中で多数を占めている。その製

材規模はごく小さいものから月 IHj5000 m3ほどの工場まであり，経営内務も様々である O 従ってこ

こでは側々の絞営の特椴をみるのではなく，今制聞きlli(り調査などで情報を得た10数千':1:の経営内

谷から，小売lli!製材の…般{象を描写するにとどめる。まず，小究拙製材の素材仕入は特定の樹棋

に!専門化していなし、。ほとんどの染者が米材の素材ないし半製品と国産材素材をイ':1:入れており，

資料:IlIlき絞り剣先紡糸からf1:r!X:，平均JMl聞はJI.f[t~ 4 以水市光市場のう巳上f~Mf~ より作成。
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|護政材もスギ・ヒノキ・マツなど多様な樹秘構成をとっている。さらに併せて多機な製品仕入れ

を行い，自全1:金蔵品とイ'1:入製品を紛み合わせて1:1:宅1~11;fオ…式を品部jえする。こうした小光型製材

の中には ~l社生産品のウェイトを子.げ，小光業者化していくものもみられる。小売tí~!製材の販路

は，ほぽ地元の大]二・工務自に|浪られる。しかし，地域によって滋袈の性絡が異なるため，製材

業者の立地する地域絡にイ:1:入素材の樹材殺に一定の制lú1が現れる o すなわち~1II部， .地方都市では

農家建築瀦袈が存在し，ヒノキ良質材， J也マツが識裂される…方，スギ、はあまり消2をされない。
反対に京都市周辺の小売魁製材は，スギ・ヒノキの一般;f~・を中心に仕入れている。

これまで京都府-製材染者の経営行動を類別別にみてきたが，製材結営の潔材需裂について樹種

別に袈約すると以下のようになる O まずスギ材については一般材に限って京都市内にまとまった

諮嬰がみられ，これに京都市内の卸究111製材，小売却製材が対応している。スギ高価格材につい

ては市売担1社と，特殊協袈(茶窓なとつに応じる一部の小売型製材が仕入れている。スギ材の

加工消費に関して，市究盟製材-のよiミたしている役割はあまり大きくない。一方，ヒノキ…般材は

小売却製材が1:1:入れているほか，まとまった殺を仕入れているのは卸売的性格を持つ市究部製材

l 社と援材専門の市光部製材 1 社である。高旬life;f~'については市売担製材数社が仕入れており，

その製品は主として府外の製品子11'光市場へ出荷される。ヒノキi潟制格材・の仕入れはほかに，農家

建築稲嬰を背紫にした郡部の小売1器製材でみられ，その1:1:入単似iはかなり高い水準にある。総じ

ていえばヲ江都府の製材業者は，製材類型を間わずiili:lおからの波文を無視で、きず，それに大きく規

定されながら樹材・艇を選択し，加工を行う性絡が強い。さらに府内の建築に消費される閣議材製

材品は，化粧材・見1\器材に係わらず，規絡i品f弘h は丹府守外の製材斑 j地抗出地ti説~から多くがイ桂仕j土:入れられている叫
つまり，京都府製材業は特殊材需袈への対応を蕊本的なパターンとして持っている o :1也i晶諮裂と

関わりなく製品販を行っている製材業者は，市売型の数社を数えるに過ぎない。もちろん，消

費市場において小売型製材の性絡を持つことは側別の製材経営にとって不合理なことではない。

しかし，京都政素材の樹材税構成と府内製;f~の素材需:裂とが必ずしも一致しないため，京都政務

材の流通が府内では完結しえないのであるo そのため，京都で生経された議材は， J広木市光市場

を過してj仔外の櫛嬰と結びfすくのである O しかし，ではなぜ奈良県に代表される府外の製材業者

は京都の原木市売市場で大きな勝良力安発部できるのだろうか。次節では，このことを奈良県製

材染者からのIlfJき取り前jヨ髪結果を誌に考祭する。

( 3 )奈良県製材染者の経常行動

表5に掲げたのは奈良県桜井市および宮野郡大淀un・の製材31':1:の経営内'容である。この3杜の

年間素材入荷禁は非常に大きい。本えま第 1節(袋4)では京都府内の大手の製材業者の経営内絡

を示したが，それをさらに上回る規様である。また言葉材は綾数の地域から調達している。製品販

売阪で、は製品市光市場への出荷に特化しており，販売池域も工広域にわたる。J;J、γ，彼らの京都府

関木市5宮市場でのi向い競争力を生み出している経営・張関と産地要注|について検討する。さて， <<，壬
営嬰閣の…つは規模の経済性である。京者都{日i市府.の製材材‘経営カが~/J小jト、規模で

して，この3社は専門の加工ラインを複数稼働させ，紫材を効率よく製材加工できている。…方

販売部でも規撲の経済性は;(~・効に鋤いている O 彼らは， i設践した製品を捌包単位にお:訳し，まと

まった述送量を確却しながら，会関的に形成した市ラ宮市場出荷網のr.1~で製品の選別出荷を行って

いる。このような経常行動は，京都府の製材業者が地場からの注文に応え，中小規模の製材工場

で少量かっ多規格の製品を生践しているのとは対象的である。製材i日!の選別，適所への出荷はあ

る程度まとまった殺の製品を生践して初めて効感的に行われるのである。このように投践とII託子己
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炎5 奈良県製材ヨ長t~.の経常Ij孫子

多定者 滋材購入汲 イ七人JjjJ，J或 Jlx扱樹租 2建材設{1m
( 111'1年) (%) (合)

A 6，000 京者1190 スヰf 日行鋭敏6

桜~j:T!î 絞mO ヒノキ小12を材 ツインバンドソー

13 9，000 和歌11J50 スギ 指針般3

吉野君1; 京者1130 ti!l!T'20 

C 8，400 京都，三没，鳥取 ヒノキ 者?鋭敏5

以弁T!i 岐阜，愛知i

資料:litJき取り捌資総来から作成。

尚子布製11737打完

rtiJ坊の所干E地域

名古!滋.r符|泊1.九州、|

:1凶{長，米111.関東，東北

WJW:， J:!HI.!. J:!i泌
近畿， P.Y悶.:MI'I

の附rmで規模の続済性が発揮で、きるため，京都の原木市光市場ではAtJ:は小筏水・…般材を中心
に B社はスギ…般材から良資材まで c社はとノキ良質材を中心に大きな購買力を発擁してお
り，いずれも名々の樹材犠では故大手の貿方として設場している。またB:t士は大最初:入の中に良

質材-を含めることによって，一般材のillb送コストの吸収を可能にしている。ところで c社は系
列会梁に集成材工場を持ち，続営多角化のゆで手Ij識を拡大させる経営構造も有している。そして

これが第2の経営張関に他ならない。

競争力を生みだしている疎地袈関は集積のメリットである。桜井は端材加工業者までを含む多

様な染織が存在し，素材利用準の高さが特にヒノキ製材業者の採算性に布利に働いている。また，

集成材用フリッチ諮嬰が製材産地桜井の多様な探嬰の…251として存夜しており，このことが背板

部分の採算性を悲しく向上させ，奈良県の貿方のヒノキif61111i絡材で‘の競争力の強さを生む袈悶と

なっている。

5躍 京都の素材生産業者の経営行動

( 1 )立木仕入行動と素材販売行動の変化

前常までは原水市う宮市場から)11下へ向かう議材の流通を分析したが，本携では議材a生産染者の

経常行動に枝問し，原木市うIci!1)品へ向かう素材の流通を規定する嬰悶について考察を加える。京

都の議材生産業者に関するこれまでの研究において，まず，北)11は7)1970ip代以降の京北町の素

材生陸染者の般開過桂を分析し，規模拡大による経営恭織の強化， 1議丸太生産への転換，および

際業の3つの方向を摘出したよで，卒業規模の拡大を伴いながら⑦立木の確保，@労働力の確保

と組織化， φ資本装税ijと技術の高度化，@議材"の販売戦11浴，に成功した業者が今日まで存続して
いることを鳴らかにした。そしてこの事業規模拡大の鍵は， 111日付の森林所有者との顧容IMl係の強

化に加え，隣接地域でのま水購入制の形成であるとしている。また小;臨もぺ昭和50年代初頭の

京北111]・の素材生産の主主さな担い手は，①「組jを専属化させた上)¥'ii潔材生産梁者，あるいは@i紺j

の発展形態である伐H:'r)Jj{門請負染者と，①これと制定的取引関係にある火手素材生産業者で、あり，

これら素材生産資本の存続の器機は北桑/111m内外での事業規模の拡大であるとしている。
素材生産業者にとって，~，E水を線保し，段もおfrlli絡で販売できる市場を選択することが経営の
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il設大の課題である。したがって，北)11.小池附氏が論説したように，生過殺における卒業規模

拡大が存続の必攻:条件だとしても，立木仕入れ・素材販売の剤師にわたる鵠報収集能力と出荷市

場選択能力，さらに紫材の仕訳能力が…巡のものとして要求されているはずである o ~j、1ずでは，

このことに留意しながら，会倒的にも京者ISJfiJ:でも紫材生産活動が抵迷する中で，一定の~j窓水準

を維持している北薬問者11およびその周辺地域で，素材生援業者は近年，いかなる経常行動を探っ

ているかを開き取り調査結果から明らかにする。ここで対・象としているのは，北桑木材センター

の主要な出術者である 8;t~材生i張業者(うち 2 業者は共同経営のため，以下では 7 染者とする)

と2森林組合である。また，これらの素材佐藤業者・および森林紛合を所在地別にみると，京都市

上危j潟市1，北桑器部 5 ，持合弁~n\2となる。なお素材生産業者の市場選択行動をみるため，原

子!c市売市場への出荷{公諜を併せて利用する。

素材~j議業者の経営行動をまず立水入手iTrîからみよう。表 6 は，聞き取り対象の議材生蹴染者

を年間伐探畿で階層|涯分し，各!被j爵ごとに生政活動の内容をまとめたものである O これら業者の

規模はすべて1000m'以上で，放火手の業者の年間伐採殺は 1万がにおよんでいる。ちなみに，農

林水政省統計情報部 f林業動態調査報告書1985年Jによると，近織の中で1000m3以上の生産規模
をもっ素材生産業者の数は全体の27%にあたる390人で、あり， 2000m3Jよuこになると近畿全体で210
人(14%) しかいなし、。また京北11fTの滋材生政染者を対象に， 1978年に行われた悉皆勤~斑勺こよ
れば絞大手の梁者の規模が6000m"，次いで、4000m'だった事を考え併せると，表5に掲げた索材・生

産業者の規模の大きさが分かるだろう。これらの開きlTSi.り対象染者・森林組合の総生産量は 4

万fld弱であることから，京都府全体の19891ドの投産量(農林水産省統計情報部「木材綴給報告諮:J) 

の45%のシェアを占めていると考えられる。しかし彼らの立木仕入地域をみると，規模が拡大し

ているにも拘らず素材を広域に集荷する活動はみられない。各染者ともiW荘地周辺での集荷が大
半を占めており 1染者がj品辺地域外から染者が市外から補完(j告に立木をお:入れているにと

どまるo 彼らの立水仕入れの対・象は阻倒的に民有林で， しかも知人との相対Jr~51 がほとんどであ

決5 防総別手兵材生産染者の絞I:i¥.内科

附R待 業務 交j二 Jl木購入地域 伐IL¥労働力 平均

数 五tfiii 1~;内 的:外 Ij守外 家族 1) 舷側 1) i約 1~!せ 2 ) ij::指令

ぽ分 (人) ( f.iJ.Pl) (人) (人) (入) (人) (人) (%) (才)

1000 -2000 m3 2 0.6 2 8 100 61 

2000-3000 

3000-4000 2 1.5 2 2 20 60 54 

4000-5000 3 2 2 2 27 100 57 

5000-7000 1.6 27 55 

7000-10000 

10000m'以1二 17 15 60 

9 17.9 7 4 99 57 

望号料:IlIlき1収り;約交がi巣から作成。
iJ:: 1 ) {:!i;1Jl労働力のうち家族またはflI怖の人数i土谷階段の撚言1-人数で表している。
泌2){:!i;Il\労働力の紛t~!せが見られた染者は 4 隊約に 1 染者ザつで， ここで、の数1i民は各 1染者・の

然科.~l;盗殺におめゐ級魚せつ三院の\1~J1tを淡わす。
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るO また，仕入れ山林の大きさは 1haが楳準で，綿々とした山林の集積でこれだけのf色濃規模

を硲保しているのである。次に， J1誌近の議材淑究行動についてみていく O

京北IIf1'の議材流通についての森部の分析によれば10) 1978:i!三の総紫材生践殻38千m3の災に 5割

までが抜~j:rllの原木市売市場に出荷され，また 6%が三食ijj!渇に流通するという，府外出荷中心の

議材販売構造が明かにされている O この分析から10数年の問に紫材販売構造はどのような変化を

とげてきたのだろうか。表7は，上記報告書・(1978年調査)と今関の調査データに恭づいて出荷

地域構成の変化をみたものである。今臨調殺した染者・組合の紫材1=.産:iIt38千m3は19781ド調査と

ほぽi可じであり，翻資対象地域の構成に迷いはあるものの十分比較にたえうる数f設だと忠、われる。

この間の明かな変化は，域内の素材ili?'C市場への出荷比率の増大と，桜井方閣の涼木市光市場へ

の出荷比来の激減である。この謝Jきは1978年調査の対象の京北I[J・の紫材生産業者にもみられるた

め，単に翻資対象の迷いによってもたらされたものではない。そして，今問翻資対象とはならな

かった京北町の他の素材生産梁者の多くにも共通する傾向とみて大きなIIf]迷いはないだろう o ま

た，桜井市におrr夜する原水iil光市Jj誌などの関係者の見方とも一致している O

表7 議*;J・~ff託業者の潔t~'Il\術先別材彩i

(l削iL:m"%) 

年IIll議材 Il¥ i¥lf JfJ!. 域

販売銑 If.fl勾 奈良県 三まなF13 その他

1978年商品:l!J~ 話1・ 37958 15211 18337 2352 2058 
(構成jじ) 100.0 40.1 48.3 6.2 5.4 

]989年ll1/.j'ff 38460 30170 2640 3060 2590 

(WJJJ!Z比) 100.0 78.4 6.9 8.0 6.7 

資料:]978年の数1[1{Iま林9!f1T・rj也j或林政推進湖資報告祭u からのijlJ~o ilf~智治i交によ

る京北111]'28議~H~:.旅立案者のデータである。 1989年の数li自は北桑木材センターの

:t力出荷者である 7 素材~j)i'i'Ï業者からの IliJき取り総資料25長により作成。いずれ

の業者も京北IlIfJrHillを活動拠点としている。

( 2 )素材-生産業者にみられる経営行動の変化の喪服

前節ではj設近の素材生産業者の経営行動とその変化をみてきたが，水仕入れまtl!.域は素材生政

規模が拡大しているにも拘らず地域内へ収紋する傾向をみせて;l3り，議材販売地域も地元のよと泣

が悲しく高まっていることをみた。つまり地域F;~jf好奇・地域内出荷裂の議材流通形態をとるので

ある.が，この嬰閣をまず紫材販売部から考祭する。

今関対象にした議材・5主産業者のうち，府外への素材出荷がみられる3業者の出術館訴から，京

都府南部，奈良県，三重県への出荷材の内訳をみたものが表8であるo まず出荷紫材の佳級から

みると，三1ft県へは小丸太(本売り扱いの高村ーも'fffiど小丸太である)を中心に出荷されているこ
と，これに対ーして奈良県への出荷材は20cm以上の後級のものが中心で，一本で一機を構成するも

のが多い(これは競り売りで吟味の対象になる良質材であることを窓l旅する)ことが分かる。ま

た各市場への出荷材の平均{illi格を京都の原水市売市場への111術議材を器準としてみると，パラツ

どやはあるものの，スギ・ヒノキとも奈良県出荷材は5掛から 21音もおく，三境保へのi出荷ふれま3
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表8 11kl或別iJJ1'rlftNJ材級構成

討論己り分後級機I島 (本数比)

?U) 
J(，H~ ヌド党分 樹11T! 構成lt 7一割 10…13 14-18 20-24 26-28 30- 針 割問I.jl，J本数 材綴比 ，，1守F民)11l11雌

{ヌド itl) (%) (%) (%) (%) (%) (%) {本/税) (抗徽) (%) 門的) (指数)

京都 ス'I" 66 10 23 35 18 100 5.0 100 68 39 100 

2，900 ピノキ 2日 10 30 38 15 100 2.7 100 21 121 100 

グ;''(1ミ スギ 69 0 43 27 11 15 100 2.9 58 67 53 136 

100 こノキ 25 0 38 34 11 10 100 1.8 64 23 249 205 

2主主投 スギ 64 24 39 21 6 100 7.6 15175 30 77 

4，400 ヒノキ 30 11 40 40 0 100 6.3 229 20 65 53 

資料:府内 3 幾科技i足並染者のLí，l木首r~~市場売上f云淡から作成。

rU)スギ，ヒノキとも 3，4， 6 m以外の長級の滋材は除外した。したがって合制は必ずしも100%にならない。

剣治、ら 5掛低い。すなわち，奈良市場カ当時1I市場と比べて平均的に良費な素材を出荷する市場と

位経づけられるのに対し，五議干tlJ揚は京都市場の王子均和li椅を下回る価格の材が出荷されているの

である。府外市場に出荷される素材は必ずしも良資ではなく，京都市場では側格の形成されにく

い材が，良質材であろうといわゆる…般材であろうと府外市場に出荷されていると挫測される。

したがって，現主主でも潔材の選~lj l:l:l術は仰らかのメリットを持つものと考えることができょう O

ではなぜ， I符外への出符は大きく減少しているのだろうか。前掲 f林業動態龍査報常識1985年J
から，近畿の1000m3以上の;視線i抑留の染者の労働力戚用状態をみると 1業者王子均15.5人を擁し

ている。一方向iき取り対象染者についてみると， 100% 前!1~せ形態をとる 2 業者を除く 7 染者の

王子均は14.7人であり，それほどのよ患いをみせない。しかしその内実においては，彩色沼の拡大をi認

ろうにもそれが離しいどころか，j暖用を維持することすら凶灘な労働力事情がうかがわれる。援

用労働者の平均年齢(表5参照)から簡単に察しがつくように，高齢化が著しい。 5年後の労働

力機保のメドがまったく立たない紫材生蹴染者は数業者を数え，労働力維保のため共同化を|濁る

業者も現れている O つまり，潔材生産諜者の経'g*においての問題は，もはや業者向の競合をとも

なう森林資搬の不足ではなく，自らの経営維持にかかわる人的資憾の欠乏なのである。このこと

は紫材選別イJ:訳労働力の不足をもたらし，また出荷mJ劾の選択において，IH外出荷の減少→府外
市場の情報欠落→j荷外出荷の減少， という循織を議IJり出している。

…7J，立木入手聞については，労働力不足や高齢化に伴って広域集荷は実現不可能になってい
ると推測される。しかし，紫材・~E践染者にとって立水機保が協議長になるといった問題に夜間して

いる様子は見受けられない。まず，地域内LLI林所宥者との|日米からの安定した顧客関係は維持さ

れている。しかも，山林所有者叙IJの立水販売閲数は減少しているものの，議材生産業者の淘汰(

木市場からの撤退)が進んでいるため，現存するi議材百三政染者にとってみれば立水仕入れ競争は

j殺しくない。むしろ，これまで多くの議材生設業者が維持してきた顧関係が崩れ，相手からの

取引持込みが培える1eJi向が強いとすらいわれている。こうした状態において，わざわざ立木の集
荷域を域外に拡大するだけの経営上のメリットは少ない。さらに経営の内部に注到すると，潔材・

~È. j夜業者自身，労働力の点でその余力をもたない。また設近入札による立木仕入を:l:l~加させてい

る業者が存在するが，それは競争力が強化されたためではなく，rL水仕入れに関する情報収集能

力の紙下が最大の:m!1おだと霞う。rL*仕入れは素材生産業経常における紋も本質的かっi役立Z袈な
嬰紫であり，この Iま，高齢化の問題が労働者に娘定されるのではなく，経?言者自身にとって
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も深刻化していることを示している。

以上のように，広域集荷， 1去域出荷が行われなくなった故大の袈i浅は労働力問題であると考え

る。その地IlHき取り調査の中からは，森林資源J二のIHJ越としてまとまった最の良質材(高制桜材)

生産が服~ff:になってきたことを接げる染者が多く有抱した。これは素材生成業の経営上，素材担:

訳労働力の不足とあいまって，良質材・の単位生!議:怒:当りの伐出コストが上昇していることを意味

する。また，巡貨の上昇・輸送致の減少・交通事>1i!Jの恕イヒなどによる運送コストの上;札第3

でみた京都の原水-rlî光市場への桜井製材業者や，奈良，三設県の議材市う~ïlî:l坊に転売する業者の

参入，それに伴う市場Ilfj1，1Ii格設の縮小などにより，以前と比較して府外出荷によって利読を揚げ

られる部分が狭まっていること，なども婆閣の一つであろう O これらは相瓦に関係しあい，議材・

~Æ長染者の経'13.行動を律していると思われる。しかし，労働者および給'ìlt者の附方に及んでいる

労働力不足・高齢化の問題が，経営の利益線科の源泉である情報収集活動を大きく後退させ，素

材の販売行動にも大きな文I僚を与えてきたのである。

ただ絞ili:1ま，地元出f々が素材生成染者にとって必ずしも経常的にマイナスとはいえないようで

ある O 先にiri場Illiのfllfi絡設は縮小傾向にあると述べたが，これは北桑木材センターを中心とした

原木市売市場の経営努力(例えば府外の製材業者を到方として11乎ぶとか。ただし良質材・が大鷲に

H:¥材された場合などは桜井の製材業者の買い手市場となり，競り依が伸び悩むなどの間関はある)

によるものであり，さらに北桑木材センターでは，索科/1¥術を奨励するために，議材生絞殺者に

対して/，H荷:陛に応、じた歩渓しも行われている。譲二材生産業者にとって素材の選出出荷による利議

銀特は閥難になりつつある。しかし，これらの市場側の経営努力の結染，素材生産業者は地元へ

素材を出荷し，版木市売m-:l坊がこれを府内外の製材へ販究するという原水m-光市場との分業体ilJlj

が成ましていると考えられる。そしてこの体制の中で，紫材生産業者にとって新たな利潤の源泉

が生み出されていると推測される。

6 I読 まとめおよび残された諜題

本論文では， }炉、木市光市場を中心、とした素材供給と素材瀦婆の剤師の分析を通じて，京都府南

部の素材市場の措法分析を行った。まず，禦材供給1l11Jからみると，近年労働力の不足と高齢化を

最大の現出に，地元主主者I1が素材出荷先として念、速に重裟になってきている。つまり，素材の選別・

市場選択によって手ljilllJを持ることが闘織になっているのであり，今日の素材生産梁者の経営は，

地元の原水市ぅ'em-1必の経営に大きく左右されることになる。このような視点から段近の原水市光

市場の経常行動をみると，京都府の製材業者だけで、は素材仕入れ:拾に I~長界があるため，府外の製

材業者(例えばスギ…般材専門製材業者やヒノキi設良質材専門製材業者)の市[場への参入を犯し

新たな需要を創出するなど，価格形成と市場拡大のための努力を払っているο 素材・~疲染者の経

にとってみれば，版木市売市場が議材-の仕訳・選日Ij.販売機能を蝦うことによって，議材販売

に係わる情報収集のためのコストを負担せずに済むのであり，問者の分業体制が成立していると

考えられる。つまり，地元で立木を仕入れ地元にIH1r守する地域絞殺現の素材生政経'設への転換の

線拠が示されている O

一方，京都市場における素材諭裂は，京都府製材業者と府外製材業者および1伝染者によって
形成されている O 京都市場においては，京都府製材業者の購入澄だけでは素材の稲給バランスが

とれず，F好外からの識嬰を必嬰としたのである。能給の不均衡がi訟も顕著に現れていたのはスギ

材であった。京都府製材業のやでは卸売型製材など3，4全1:で、比較的まとまったスキ1オ需要がみ
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られ，また小売担製材による小口仕入れも多くみられるが，府内市場での流通材の過半を占める

スギ材・の消費先としては甚だ不十分で、ある。そのため，スギの…般材について，原水iI:i光浴場‘の

経営努力などにより府外の大~~製材染者の民}jの参入がみられる。またスギギ、潟旬似制Ii格4材4 に対

者都1¥府製M材‘梁者のl購!排枠賀力iはま金く弱く，ヰ!武百託業者が大部分を1:t入れている。ヒノキ…般材は京都府製
材業にとってやはり供給過剰となっており，転売業者などの参入がみられる。ヒノキi潟細絡材に

ついては府内の小売~製材に加えrl:î売担製材数社も仕入れており，京都府製材・業者の11Uî格競争力

も強い。しかし，桜井の製材染者が集成材フリッチ生践を背設にきわめて強いftlli格競争力を有し

ており，ヒノキ良質中日材の絞大の買方となっている O また，スギ・ヒノキ小筏水についても，

府外の製材業者が大部分を仕入れている。

このように，樹材穂によっては京都府製材業者の競争力は会く羽く，府外の火型製材業者ある

いは11向む梁者は，高い価格7J<i¥f;での競争』をせず、に京都市場での紫材仕入れが可能となっている。

京都府と府外の製材染者の競争力の殻を生んだのは，両者の生産構造の室長であった。つまり，京

都府製材経営'では利市jを揚げることのできぬ命Ii格水準で、も，府外の製材経営は利il封訓話げうるの

である。この様拠となるのが規模の経済性であり，経営の多角化であり，産地の集積のメリット

であった。比較的大規模な消費市場を背後に扱える京都府の製材経'官が地場を主袈な販路とし，

少澄多規格!:E.躍の受注生産に'iI5じるのはむしろさ当然である。しかし，それ故に京都府製材経常に
とって金政化を1%1るための製材設備投資を行う動機は1:.まれにくい。対・象地域の議材生産業者は，

府外の製材染者の存悲によって安定経営が可能なのであり，このようなiTi場構造を成立させてい

るのが京都のjik木市売市場なのである。

今犯|の研究は，主見守主の京者ISTIJ;l品で原木市究市場をゆ心に~t~;1'流通の組織化が進んでいることを

明らかにした。しかし，このことは生牒された議材の流通機構が綾部iiされたことを訴すに過ぎず，

今後の林業生躍の維持あるいは拡大ということを検討するためには，現在の素材流通構造が紫材

生産体制に及ぼしている影響，つまり素材生産経営の山側(立木入手)への対応閣の分析が必袈

となる。視点をIlJ側に移しながら，潔材生産経営の行動を中心、とした素材生議構造の分析が，次

の諜Jlliである O

引用文献および参考資料

1 )日本;休業協会:林淡l出時(平成例年j支)pp40， 1980 
2 )赤~I:英夫:木材需給の動向とわが閣の林梁， 1980 

3 )野村 弱:IまIi長材の余念る巡林業技術 no.461 pp 2 -6， 1980:赤井氏の“放材m視の供給シス
テム"論への時批判 林業技術 no.468 pp 2 -6， 1981 
4 )熊l防災:林業経常統水， 1989 
5 )村尾行一:1'if林の生j準機逃， 1969 
6 )坂野Jこなお:京都滋スギ・ヒノキ製品の流通分析:約百二関日林論 米子Ij
7 )北JIJ 糸:淡材生B授業者の経済fllj.jti，1984 
8 )小池JE銚:林業労働の研究開71，1988 
9 )京都府::II!.i域林政~fg巡目府議?一線合fll: pp31-36， 1979 
10)京都府:地域林政推進詩母校卒tH1:r役 pp83-97， 1979 

R毛sume

This study examines the structur巴ofthe log market in the Kyolo area by analing the business 
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activities both of log・suppliersand log-buyers. 

The results arεas follows: 

① There a問 manyprol郎防 on the log prod附 rsof the 10叫 area. Large problems ar巴the

decrease of wakers， the tendency to grow old of workers and also the decreas巴ofthe numb巴rof 

log-producers. However， at present， they still havεproduced suffieent logs in the local ar邑ato 

supply the needs of th巴Kyotoand N ara and oth己rar芭a.

@1'、heability of the log auction market to both acqllire logs and distribute logs is now 

increasing. Furthermore， th巴logdistriblltion process has been more specialized. 

@ Log-bllyers consist mainly of local sawmillers and sawmillers in Nara area. The former is 

large in numb日rand pllrchase variolls logs， bllt th己yusually pllrchase in small lots. On the 

othεr hand， the latt巴ris small in nllmber and pllrchase limited ranges of logs regularly. They 

are indispensable as buyers of the logs prodllced in the Kyoto area. 

The volume of logs produced in the Kitakllwata district， Kyoto pr巴fecture，has remained 

stable， while th邑 generalnationwide trend has be己nsteady d記clinein prodllction. The stabl日，

local prodllction is the result of th巴localmark記tingsystem mention巴dabov巴.




